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小学校でセアカゴケグモを発見 

平成２１年１０月２２日，下京区の小学校でセアカゴケグモが発見さ

れました。下京保健所と合同で駆除を兼ねた調査を実施しました。幸い

なことに，最初に確認された雌個体のみで，他の個体は見つかりません

でした。 
 
危機一髪 
今回，発見されたセアカゴケグモは，校庭のジャングルジムに営巣し

ていました。一つ間違えばかまれる事故が起こっても不思議ではない状

況でした。事故を防げたのは，児童がセアカゴケグモのことを知ってい

たからでした。「背中の赤い毒クモがいる」と先生に連絡し，先生がセア

カゴケグモを採取しました。先生が来るまで数人の児童がセアカゴケグ

モを逃がさないように取り囲んでいたそうです。もし，この児童がセア

カゴケグモのことを知らなければ，児童の誰かがジャングルジムで遊ん

でいるうちに事故に遭っていたかもしれません。危機一髪でした。 
セアカゴケグモが発見されて日本中が混乱状態に陥ったのは，平成７

年のことです。新聞やテレビ番組などでセアカゴケグモについての特集

が企画され，盛んに報道されました。今回，セアカゴケグモを発見した

児童は，当時のことを知る由もないことから何らかの情報でセアカゴケ

グモのことを知っていたのでしょう。被害防止のためには，より一層の

啓発活動が重要であると思いました。 
 
大阪府下の現状 
平成７年１１月に大阪府下の高石市で大量のセアカゴケグ

モが生息していることが報道されました。その後，大阪府や

大阪府下の市町村では，生息調査や被害状況の調査を行って

います。大阪府のホームページにセアカゴケグモの個々のか

まれる被害の事例を紹介しています。被害の件数は，表のと

おりです。最初は，散発的であった被害も，この数年確実に

増加してきています。 
特にこの数年の増加は，

顕著です。これは，セアカ

ゴケグモが急激に増加していることを意味します。また，大阪府の

ホームページでは，平成１９年の生息調査の結果を掲載しています。

大阪府北部の能勢町，豊能町以外の大阪府府下のすべての市町村に

おいてセアカゴケグモの汚染が確認されています。また，近畿圏で

も各地からセアカゴケグモが確認されたとの報告が次々とあります。 
 
京都市の最近の状況 
京都市においても，平成１８年１０月に南区と伏見区で発見され

た後，平成１９年，平成２０年は，新たな生息が確認されませんで

した。ところが，平成２１年に入り，５箇所で見つけられています。

いずれも市民の方や土地の管理者からの通報によるものでした。１

箇所では，セアカゴケグモの雌成体１５個体，幼体１７個体及び卵

のう２個が見つかり，定着していたことが確認されました。残りの

４箇所は，雌１個体のみの確認で，定着しているかどうかは未確認

です。しかし，こうしたセアカゴケグモの発見例が頻繁に起こって

いるということは，既に京都市内が高濃度に汚染されていることを

意味しているのかもしれません。 

表 大阪府下の被害状況 
年 被害数 

平成 ７年 ０名 
平成 ８年 ０名 
平成 ９年 １名 
平成１０年 ０名 
平成１１年 ０名 
平成１２年 ０名 
平成１３年 １名 
平成１４年 ０名 
平成１５年 ０名 
平成１６年 １名 
平成１７年 １名 
平成１８年 ６名 
平成１９年 ６名 
平成２０年 ９名 
平成２１年 １２名 
平成２１年１０月２７日現在 

発見された雌成体（背面） 

発見された雌成体（腹面） 

発見された場所 

巣があった場所 


